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「子供の町創立 70 周年を迎えて」 

社会福祉法人子供の町 

理事長 齊之平 伸一 

若葉が美しい季節に、天皇陛下が御退位

され皇太子殿下が御即位されました。元号

は令和と改められました。令和には、厳しい

冬の寒さに耐えて美しく咲く梅の花のよう

に、一人ひとりが個性豊かな色とりどりの

花を咲かせてほしいという思いが込められ

ています。 

令和の時代がスタートするにあたり、困

難な事情で入所している子どもたちが、そ

れぞれの個性を活かし、色とりどりの大き

な美しい花を咲かせてほしいと念願してお

ります。 

さて、社会福祉法人「子供の町」は、本年、

1949年５月の開設から70周年を迎えます。 

戦災孤児の収容施設からスタートしました

が、現在は主に虐待を受けた子どもたちの

入所が多くなっております。 

設立当時は 10名に満たない職員と、20数

名の子どもたちを収容していた施設が、創

立 70 周年を迎えた今日、皆様のご支援をい 

ただき、社会福祉法人「子供の町」として成 

 

長することができました。80 名定員の「子 

供の町」と 65 名定員の「エンジェルホーム」

という二つの児童養護施設、6 名定員の地

域小規模児童養護施設「菜の花」、6 名定員

の一時保護施設「あやめ寮」を運営し、更に

「子供の町クリニック」という診療所も併

設しております。職員数も 80 名を超えてい

ます。保育園に通う幼児から高校 3 年生ま

で、様々な事情を抱えながらも元気に生活

しております。その成長が関係者にとって、

最大の喜びです。 

現在、少子高齢化による労働力人口の不

足が進んでいます。「子供の町」でも、人材

の確保、育成が重要課題となっております。

そこで、外部支援会社のご協力の下に、給与

制度の再構築を行っております。公正で納

得性の高い制度をつくり、働きやすさと働

き甲斐の増進を図り、職員の皆さんの定着

と働く意欲向上を目指しております。 

今後もご支援、ご協力のほど、宜しくお願い

致します。 
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「２０１９年皐月」 

       子供の町施設長 根岸 昇 

 「皐月」とは５月のこと、稲作の月として

「さつき」になったそうで「神に捧げる稲」

の意味があると言われています。今春は寒

暖の差が大きく感じられますが、近隣の圃

場にも水が引かれて田植えの真っ最中です。

ヒバリがさ えずり、ツバメも

飛び交って います。 

 今年度は 子供の町とエン

ジェルホー ム合わせて、小学

生１０名・中学生１１名・高校生１６名（支

援学校４名）・大学生２名が新入学しました。

大学生２名は「２０才までの措置延長」が制

度化されて初めてのケースで、社会福祉の

専門職や化学関係の研究職を目指していま

す。法人独自の奨学自立支援の取り組みと

して、過去６年間に男性２名が施設から大

学へ通学し、卒業生を輩出しています。一人

は小学校教員となり、今春初転勤でした。 

 さて、子ども時代には本を読むことが大

嫌いだった私ですが、今では早朝の静かな

時に新聞を読むのが楽しみとなっています。

５月２日の朝日新聞【天声人語】。『「十八に

なる私の子供は内向的でハキハキしません。

ギターのプロになるのだと申します。どう

したらよいでしょう」。５０年前、本紙の人

生相談の欄に投稿が載った。相談者はのち

にロックシンガーとなる高校生、忌野清志

郎さんの母である▼（途中省略）担任だった

のは、美術教師の小林春雄さん。「何年か好

きなことをやらせてみましょう」。息子の将

来を案じる母をそう説得した。清志郎さん

の代表曲の一つ「ぼくの好きな先生」のモデ

ルになった人だ』  

いつの時代も親は子どもを案ずるものです。

私の親ならどういう相談をしただろうか。

おそらく「親への口ごたえがひどいのです

が、どうしたらいいのか？」「５年生になっ

ても夜尿が治らないのですが、どうしたら

治るのか？」などの相談をしたことでしょ

う。あるいは「小学校の先生から“算数など

の理解が遅い、出来なくても平気でいる”と

指摘されました。どうしたら良いでしょう

か」と相談したかもしれません。そんな私で

した。 

 今年度は児童養護施設子供の町を開設

（１９４９年５月）してから７０周年の節

目になります。過日、地元に暮らす元保育士

さんと５３年前に中学卒業して卒園（就職）

した男性が訪ねて来ました。

小学３年の時に入所し、入所

理由は自分なりに理解はして

いたけれど寂しくて施設生活に馴染めず、

連れ戻されるのはわかっているのに３回施

設を逃げ出し、歩いて歩いて行田まで行っ

たこともあったそうです。朝ご飯に生卵が

出て自分が食べたくても上級生にあげたこ

と、上級生に言われて数人で深夜にスイカ

を盗りに行ったこと、正月などに卒園生が

スーツを着て来園し、お土産やお小遣いを

もらうとすごく格好良く見えて「早く俺も

卒園したい！」と思ったこと、豚小屋の掃除

をするのは匂いが臭くて嫌だったことなど

を話してくれました。今では内装関係の会

社と居酒屋経営者としてご活躍。 

昨年の春、夕暮れ時になり職員が忙しい

時間帯になると他の子どもとトラブルを起

こし、寮舎・施設を抜け出していたＭ君（小

１）も、物知りのようでも肝心な事が伝わら

ない不思議なＴ君（中１）も将来はどのよう

な大人に成長（変身）するのでしょうか。子
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どもたちの未来につながる種苗を丁寧に育

て見守ることが、私たちの社会的使命なの

です。 

   

「就任にあたって」 

エンジェルホーム施設長 坂本 仁志  

平成 31 年 4 月 1 日、エンジェルホーム

施設長の拝命を受け着任いたしました。皆

様のご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げます。 

 平成から令和へと新しい時代へ移り変わ

る年、そして子供の町 70 周年という記念の

年に「社会福祉法人子供の町」の一員として

働く機会をいただいたことに感謝の気持ち

とその責任の重さを感じています。 

 私は、前年度まで埼玉県社会福祉事業団

で、児童養護施設や障害者支援施設等、四つ

の施設で 30 年間働いてきました。この 30

年は、昭和から平成へと時代が変わり、情報

化社会やグローバル化等が急速に進み、社

会の価値観も変わってきた中、福祉を取り

巻く世界も移りゆく時代の流れとともに法

律や制度の改正もあり大きく変化してきた

時代でありました。 

児童養護施設に入所してくる子どもたち

の背景も変化していく中で、施設に求めら

れる役割も、新しい社会的養育ビジョンで

示されたように、施設の高機能化・多機能化

が求められるようになってきています。 

子供の町では、「子どもたちが、ここで暮

らして良かったと思える施設づくり」「職員

がここで働いて良かったと思える施設づく

り」「地域の親子に寄り添う施設づくり」と

３つの経営理念を掲げていますが、基本的

には、この理念の実現が高機能化・多機能化

への施設づくりに結びついていくものでは

ないかと思っています。 

 子どもがここで暮らして良かったと思え

るということは、そこが単に安全が保たれ

た居場所であるというだけではなく、「自分

が大切にされている」という安心感があっ

てこそ感じる気持ちであると思います。そ

して大切にされているという安心感は、一

人ひとりに向き合う職員の存在であり、日

常生活を共にする職員のありようが、その

ような安心感を生み出すものではないかと

考えられます。 

職員がここで働いて良かったと思えるこ

ととは、日々、子どもに向き合い関わりにお

いて、子ども一人ひとりにとって適切な養

育環境を作り出すことや、傷ついた心を如

何に癒やしていくのか等、考え支援してい

く積み重ねの中で、子どもに変化が生じた

り成長を感じ、まさに子どもが「大切にされ

ている」というメッセージを受け止めてく

れたと、職員が感じた時なのではないかと

思います。さらには、その支援の成果が適正

に評価されることが、やりがいや生きがい

に結びつき、働いて良かったと感じること

になると考えられます。職員の満足度を満

たすことで、支援を受けた子どもの満足度

に繋がるという、より良いサイクルとなっ

て効果的に巡回することになっていくもの

と思います。 

様々な背景と支援課題が複雑な子どもが

増えていますが、職員の支援の質を高めて

いくことは、子どもたちの満足度を高める

だけでなく、社会的にも組織、施設の評価に

繋がり、地域からも信頼される施設、地域が

求める施設、地域の子育て支援にも貢献で
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きる施設となっていくものと考えます。 

 時代の流れとともに制度や物の価値観は

変化していきますが、子供の町が掲げる経

営理念である「人づくりが施設づくり」とい

う考えはいつの時代になっても不変的なも

のと言えるのではないかと思います。そし

て社会福祉法人として地域への貢献という

点からも地域の親子に寄り添う施設を目指

していく理念は、大切な視点であると思い

ます。私も微力ではありますが、子供の町の

理念を具現化していくため、精一杯努力し

ていきたいと思っていますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

一年目の抱負 

      ４月から 

新しく職員になりました。 

どうぞよろしくお願いします。 

  

  

エンジェルホーム ９寮 藤尾 義明 

 今年度から９寮に配属になりました藤尾

です。子供の町に来てから１カ月ほど経ち

ましたが、慣れていないことばかりで子ど

もたちや他の職員の皆様にご迷惑をかけて

います。ですが、少しずつ色々なことを覚え

皆さんから信頼されるよう日々努力してま

いります。これからもどうぞよろしくお願

いいたします。 

 

子供の町 ひまわり 古谷 真唯 

 まだ分からないことばかりで子どもたち

との関係作り、子どもとのかかわり方が全

然できていないため、子どもたちとたくさ

ん接して少しずつでもよい関係作りができ

るようにしていきたいです。また、子どもた

ちが困っていたり悩みを抱えていたらちゃ

んときいてあげて不安や悩みをなくし笑顔

にさせてあげられるような職員になりたい

です。これからもよろしくお願いします。 

 

子供の町 ３寮 川口 拓海 

 この度３寮に配属となりました川口と申

します。新社会人として緊張していますが、

同時にこの場所に立てることを嬉しく思い

ます。入職して１カ月が経ち少しずつ慣れ

始めてきましたがまだ分からないことが多

く、子どもたちの対応、日々の業務で困るこ

とが多くあります。そんなときにサポート

して下さる先輩方に感謝の気持ちが絶えま

せん。今はその姿を目標に、仕事や自分に責

任を持ち、自分も後々は頼られる存在にな

れるよう努力していきたいと思います。 

 

子供の町 ゆり 久保田 しほ 

 私は、子どものために役に立ちたいと子

供の町に入職し、約２か月経ちました。初め

は仕事の内容を覚えることで精一杯でした。

今はまだ先輩職員の方々に一から教えても

らうことばかりで、迷惑をかけていますが、

早く仕事を覚え、子供の町の職員としての

自覚と責任を持ち日々努力をしていきたい

と思います。また、まだまだ未熟な私です

が、子どもたちの心や成長を支えられるよ

う、これからも多くのことを学んでいきた

いと思っています。 

 

エンジェルホーム ５A 寮 宮澤 歩 

 新職員としての抱負は、２点あります。１

つ目は、子どもたちと関係をきちんと築い

ていくこと。２つ目は、一緒に働く職員と連

携をしっかりとれるようにすることです。
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そのために子どもたちとは皆平等に優しく、

時には厳しく接していきたいと思います。

また、職員とは、報告・連絡・相談を密にし、

業務を一つ一つ着実にこなしていきたいで

す。 

 

エンジェルホーム ５B 寮 佐藤 亜唯 

私は新任職員として、日々の生活で子ど

もたちの対応に対して、常に学び続けてい

きたいと思います。そのために、分からない

ことは自分一人で判断し決めるのではなく、

先輩方に相談をしてアドバイスをいただき、

子どもたちへの対応や関わり方を工夫して

いきたいと思います。また、子どもたちに安

心してもらえるように、子どもたちと積極

的に関わって行きたいと思います。 

 

子供の町 菜の花 野邊 実希 

 菜の花に配属されてから約２か月がたち、

子どもたちの性格や価値観に刺激を受ける

日々です。まだ、お互い手探りではあります

が、これから少しずつ様々なことを共有し

ていける関係を築けたらと思います。 

 また、私からも子どもたちに異なる価値

観や刺激を与える働きかけができる様視野

を広げ様々なことに興味を示し行動してい

きたいです。 

 

子供の町 わかば 中橋 瑞輝 

私は、子供の町で働くまでにさまざまな

体験をしました。その中でも、両親の離婚や

母親の死など自分の見方だった大人との別

れを体験しました。この二つの体験は、当時

の私にとってとても大きなことでした。で

すが、私は周りの大人に助けられながら生

きてきたと思います。自分が体験したこと

を活かした経験にしていき、子供の町で暮

らす子どもたちに、周りにいる大人の大切

さを教えられるような職員になりたいです。 

 

子供の町 あやめ寮 茂垣 美紀 

 今年の抱負は、「わからないことも諦めず

取り組む」ことです。 

 私は、わからないことや不安なことはす

ぐにできないと言って諦めて後回しにして

きました。「これでいいのか」「もったいなく

ないか」いつも後悔してきました。なので、

今年は、不安なことやわからないことは後

回しにせず、先輩や同期に教えてもらいた

くさんの経験をして学び、後悔をしないよ

うに一日一日を子どもたちと大切にしてい

きたいです。 

 

事務所 髙田 倫 

5 月より、事務局で働かせていただいて

おります。これまでは、市の保健師として家

庭訪問や健康教室の開催、事務職としては

病院での経理や、国で行政事務をしており

ました。これまでの経験を活かしつつ、様々

な理由で施設で暮らしている子どもたちの

為に、少しでも貢献させていただけたらと

思っております。どうぞよろしくお願い致

します。 
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     一年生になりました。 

    今年度の新入生は 42人です。 

   幼稚園  3名 小学生 10名  

   中学生 11名  高校生 16名 

       大学生 2名   

 

小学生 

 

   「いちねんせいになって」 

エンジェルホーム ５B 寮  T．M． 

わたしは、ことしの４がつから、さくらが

わしょうがっこうへ、にゅうがくしました。 

 にゅうがくしきは、しらないおともだち

が、たくさんいてきんちょうしました。５に

んともだちができました。もっとたくさん

ともだちをつくりたいです。 

 がっこうでがんばりたいことは、ぜんぶ

のべんきょうです。 

 こまちのだんすくらぶで、じょうずにお

どれるようになりたいです。 

    

「しょうがっこうでがんばること」 

子供の町 すみれ Ｍ．Ｏ． 

わたしが しょうがっこ

うにはいってから たのし

いのは てつぼうやさかあがりを するこ

とです。うんていをすることも たのしい

です。 

 

中学生 

 

「中学校でがんばりたいこと」   

エンジェルホーム ５A 寮 Ｙ．Ｈ． 

 私は、中学校でがんばりたいことが二つ

あります。 

一つ目は中学校で友だちをたくさん作る 

ことです。友だちを作ってたのしいまいに

ちにしたいです。 

 二つ目は部活で

す。美術部で絵を上

手に描くことです。

私は、絵があまり上

手じゃないので美術部で上手に描きたいで

す。 

 

「新入生として」  

子供の町 たんぽぽ Ｒ．Ｓ． 

僕は葛中に入学して、小学校よりも難し

い勉強や部活が始まった。 

僕が入った部活はサッカー部だ。サッカー

部は難しい練習で帰るのも遅く、色々とい

そがしい。テストは小学校より少ないが中

間テスト、期末テストがある。とても難しい

が習ったことをいっぱい練習すれば、全然

難しくない。 

でも勉強しないで遊んでいると難しい。

だから僕はこの 3 年間は部活、勉強などを

あきらめずかんばっていきたいと思う。 

 

高校生 

 

「高校生になって」 

子供の町 ひまわり Ｍ．Ｉ． 

 私は、高校生になり頑張りたいことが二

つあります。 

 一つ目は、新しく始まった教科の勉強で

す。私は商業科で簿記や情報処理など中学

校では学べない教科が増えたのでより一層

勉強に励みたいと思います。 

 二つ目は、検定です。将来就職や進学に有

利になるので積極的に検定に臨んでいきた

いです。この二つ以外にも高校は義務教育
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ではないので、３年間有意義な生活を送り

たいです。 

 

「ぼくが高校でやりたいこと」 

エンジェルホーム ９寮 Ｋ．Ｔ． 

 ぼくが高校でやりたいのは部活です。ぼ

くはサッカー部に入っ 

ています。ぼくのポジシ

ョンはＧＫとＤＦです。

どっちも守るポジションです。早くスタメ

ンに入れるようにがんばります。読んでく

ださりありがとうございました。 

 

 

今年の GWは 10連休。 

楽しく過ごしました。 

 

「やまのぼり」 

子供の町 わかば 小 1 Ｒ．Ｓ． 

５月６日に７りょうで とちぎけん お

おひらやまに いきました。やまのぼりは 

たいへんでしたけど てっぺんのじんじゃ

で おべんとうをたべて おべんとうは 

とてもおいしかったです。 

 

   「ゴールデンウィーク」 

エンジェルホーム ５Ｂ寮 中 2 Ｍ．Ｈ． 

ゴールデンウィークにはきょうだいで池

ぶくろにいきました。アニメイトにいきま

した。とてもたのしかったです。たのしかっ

たのでまたいきたいとおもいました。他に

はえいが館にいきました。えいがをみたあ

とは本をかいました。とてもたのしいゴデ

ンウィークでした。    

  

  

「楽しかったゴールデンウィーク」 

エンジェルホーム 9寮 小４ Ｓ．Ｗ． 

ぼくは、ゴールデンウィーク中に２号室で

びっくりドンキーにいきました。びっくり

ドンキーではころころステーキをたべまし

た。 

 ほかにも、キウイのジュースをすこしの

んでみたら、ほんとのキウイをたべてるみ

たいでした。 

 つぎのひは、おねえちゃんとイオンへい

きました。いちばんたのしかったのは、マリ

オカートとプリクラです。マリオカートは

１しょう１ぱいでした。プリクラはいろん

なのをとって、この日がいちばんすきでし

た。 

      

子供の町あれこれ 

 

◆管理棟事務所の大掃除！約３０年分に及

ぶのではないかと思う大量の文書類を廃棄

し、書類保管庫・事務机を一部新調しまし

た。重要書類は溶解処分する業者に発注し

証明書受領。里親支援専門相談員・家庭支援

専門相談員も事務所に机を構え、子どもへ

の支援全般に精通している専門職が窓口対

応･電話対応もシェアしながら､保護者・関

係機関・地域住民への対応に専門性と適切

さを発揮できるよう新体制になりました。

事務職員にも専門職の業務内容への理解、

子ども・保護者への支援についての理解と

部分的支援が期待されていますので、これ

を機会に双方向の共有化が強化されること

を願っています。 

◆中高新入生の部活動も本格化してきまし

た。近年は野球部に入部する男児が極めて

少ない傾向を感じていますが、新高１年男
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児２人が硬式野球部に入部したのです。一

人は中学時代は演劇部、他の一人はどちら

かというと理系のタイプ、不思議です｡他に

気づいたのは卓球人気です｡子供の町サッ

カークラブで中心的な存在だった M 君は、

中学生になっても当然サッカー部だと思っ

て「何部に入ったの？」と聞くと「卓球部！」。

とても意外でした。日本の卓球界の若手選

手が世界の舞台で大活躍している姿を TV

で見る機会が多くなっていることが好影響

なのかもしれません。子町の卓球台は眠っ

ていますが・・・ 

◆世間では１０連休。施設でも家族・親族と

の交流がある子どもたちは、面会・帰省を楽

しみ、玩具や衣服・お菓子などのお土産を手

に満足げに帰って来ました。園庭で私の顔

を見かけるたびに「（自分の名前）○○ちゃ

んね、面会ないよ！」 

と訴えてくる小１女児がいます。夏休みな

ど長期休暇中でも面会・帰省のできない子

どもたちが７割近くいます。この子たちの

切実な声を受けとめて寄り添う支援とは、

どういう対応なのだろうか。 

 「面会ごっこしようか？」でも、子どもの

求めているのは実の親の関わりなのですよ

ね！ 

◆職員からの内線。「M 君（小１）が話し 

たいことがあるようなので、聞いてもらえ

ますか？」 

 すぐに M 君が一人でやって来ました。「K

さんとウルトラマンを見に行ったじゃん。

怪獣怖いからさ、今度はドラえもんかクレ

ヨンしんちゃん（の映画）を一緒に見に行こ

うよ！」 

 子どもから誘われるということは、とて

も嬉しいことです。 

  


